
  　 　 　 　 　 　 　 　       

1　事業の概要

①　成果目標（H25)

②　事業内容

　国庫支出金

　県　債

　その他（　　　　　　）

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

―― ― ―

○新規利用契約件数を、過去3年間の平均新規利用契約件数以上とする。

Ｈ25 H26
目標

H24末
（実績） 目標 成果 達成状況

―

25件

合計 59,772 55,728 58,796

57,367

本事業利用者が成年後見
制度に移行した件数

事業番号 05 04 07 事業改善シート （25年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 日常生活自立支援事業 担
当
課

部局 健康福祉部

３　福祉を支えるサービスの充実 実施期間 H11 ～

県が関与
する理由

290件 295件

目指す姿

現状

県でなければ実施不可（その他）

県民との協働による実施： 困難

【左記の説明、根拠法令等】

国庫補助を有効活用しながら支援することが効果的であるため。
社会福祉法第81条、セーフティネット支援対策等事業費補助金交付要綱、社会福祉活動振興事
業補助金交付要綱

課・室 地域福祉課

総合５か年
計画

プロジェクト  E-mail chiiki-fukushi@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開
６－２　いきいきと安心して暮らせる社会づくり

　認知症高齢者や障がい者などが、福祉サービスを利用する際に不利益を受けたり、契約の相手方とトラブルを生じないよう、福祉サービ
スの利用手続きを代行するなど、地域で安心して自立した生活が営めるようにする。

・長野県内の一人暮らし高齢者数　　68,614人(平成22年10月1日現在)
・長野県内の知的障がい者（障がい児を含む。）数　15,391人（平成23年3月31日現在）

事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H25事業実績
H25 H26

（当初） （決算） （当初）

福祉サービス利用援助事業 補助金

・福祉サービスの情報提供、利用手続きや実施状況の
確認
・福祉サービスの利用料の支払の代行,年金の受給確
認
・預金通帳や権利書、保険証書等の預かり
・権利擁護のための研修会を開催
・成年後見制度に関する無料相談会を開催
・事業の担い手である生活支援員を対象にした研修を
開催
補助先（社会福祉法人　長野県社会福祉協議会）

59,772 55,728 58,796

合計（A) 57,143 58,796
274件

25年度 26年度

当初予算 57,143

補正予算

区　　分（単位：千円） 23年度 24年度 成果目標の達成状況

項目

新規利用契約件数 達成

59,772 58,796

Aの
財源

57,367 59,772

概　算
人件費

0.20 0.20 0.20 0.20

1,652

56,501 57,090 55,728

1,652

28,572 28,684 29,886 29,398

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施
今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか

　認知症高齢者や障がい者などが、福祉サービスの利用にあたって不利益やトラブルを被ることなく、地域で自立した生活を営めるように
するため、引き続き事業を実施する。

目標に対
する成果
の状況

　前年度を上回る新規利用契約を締結し、認知症高齢者や障がい者が福祉サービスを利用する際の不利益やトラブルを防ぐ役割を果た
した。

 概算事業費（B（A）+C） 58,153 58,742 57,380 60,448

1,652 1,652

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

予
算
額

前年度繰越

28,571 28,683 29,886 29,398


